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(4) Ferguson 2016: p.279, n.1.
(5) Felman 2012: p.209, n.60.
(6)もちろんローマ法における non liquetという重大な例外があるが本稿ではこれには立ち
入らない。
(7) Felman 2012: p.209, n.60.
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的事象（La Folie et la Chose Litte´raire）』（1978年）において、すでに一つの
重要なキーワードとして登場している。これを手がかりにしてみよう。フェル
マンは、ジェラール・ド・ネルヴァル（Ge´rard de Nerval）の戯曲「アルテミス







































(13) Felman 1978: p.94=139–140頁. 訳文は一部変更した。
(14)訳者である土田知則が正しく指摘するように、本書のタイトルにある「文学的事象（chose
litte´raire）」は、ジャック・ラカン（Jacques Lacan）の『エクリ』にある「フロイト




（The Turn of the Screw）』について論じた「ヘンリー・ジェイムズ　狂気と解釈」の
章（Felman 1978: pp.237–344=383–543頁）、ラカンについては『ラカンと洞察の冒険
（Jacques Lacan and the Adventure of Insight）』でも熱意をもって論じられているが本
稿ではとくに詳しく取り扱わない。ただし、エドガー・アラン・ポー（Edgar Allan Poe）
の「盗まれた手紙（The Purloined Letter）」についてのラカンの分析と他の精神分析批






(15) Felman 2012: p.165.
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クルーチ（Joseph Wood Krutch）とマリー・ボナパルト（Marie Bonaparte）で
ある(17)。クルーチは、ポーのテクストを分析し、ポーが健康と区別される重篤の
神経症者であるという病理学的診断をおこなう。クルーチにとって、ポーのテクス
(16)訳語は（ポー 1974）のほか（Lacan 1966）訳書の第 1巻（佐々木孝次訳）を参照した。
(17)両者のポー論は、それぞれ（Krutch 1965）と（Bonaparte 1949）に収められている。
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帰（The Return of the Voice）』(22)、アドルフ・アイヒマン（Adolf Eichmann）
裁判をはじめとする法廷における証言を分析した『裁判の無意識（The Juridical
(18) Felman 1987: pp.32–39=46–57頁.
(19) Felman 1987: p.43=63頁.
(20) Felman 1987: p.45=66頁.
(21) Felman 1980: 253–254頁（下河辺美知子による解説「ショシャナ・フェルマンとして
のショシャナ・フェルマン」）.
(22)本論文は（Felman & Laub 1992）に収録されているが、当該論文のみを抜萃して翻訳
出版されている。
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者（Actors on Judicial Theatre, or say, Performers in the Judicial Drama）」と呼ん




についても同様に「立法劇場（Legislation Theatre）」（Bentham 1983: p.56）と呼ぶ
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(Balkin & Levinson 1999)。彼らの目途は、原典（法典）、上演（法解釈と法実践）、観
客（傍聴人と市民）、批評家（法律家共同体）のアナロジーによって、法解釈という営為
をよりよく記述することである。
(30) Arendt 1963: p.5=2頁.
(31) Arendt 1963: p.253=196頁（訳文は一部変更した）.
(32) Holmes 1997: p.991.
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(35) Felman 2012: p.162.
(36) Felman 2012: p.163.
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(38) Derrida 1984: pp.15–16=54頁.
(39) Derrida 1984: p.21=57頁.
(40) Derrida 1984: p.23=58頁.
(41)同ロースクールは「法と文学」研究の中心地でもある。
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(42) Derrida 1994: p.32=30頁.
(43) Derrida 1994: pp.32–33=31頁.
(44) Derrida 1994: p.34=33頁.
(45) Derrida 1994: p.33=31頁.
(46) Derrida 1984: p.23=59頁.
(47)宮﨑 2014: 72–73頁。
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(48) Derrida 1984: p.31=62頁.




(51) de Man 1979: p.273=354頁.
(52)ルソー 1954: 126頁。
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(57) de Man 1979: p.274=355頁.
(58) de Man 1979: p.276=357頁.
(59) Derrida 1984: p.22=58頁.
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(62) Derrida 1984: p.130=169頁.





(65) Felman 1980: p.132=119頁.
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(71) Cover 1995a: p.96.
(72) Cover 1995b: p.177.
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